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Ⅲ 住宅の住み替え、建て替え又はリフォームのご意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２、住宅の住み替え、建て替え又はリフォーム（増改築、模様替え、修繕など）のご意向について、以下

の問いにお答えください。 

（ア）住宅の住み替え、建て替え又はリフォーム（増改築、模様替え、修繕など）の計画又は予定はあります

か。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.3 

10.2 

0.7 

0.6 

0.6 

0.6 

0.4 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さしあたり計画、予定はない

リフォームを行う

家を新築する

家を借りる

家を建て替える

家を譲り受ける又は親と同居する

家を購入する

無回答

問12（ア） 住み替え、建て替え又はリフォームの計画または予定(1つ〇） (N = 2,989)

住宅の住み替え、建て替え、リフォームの計画は、「さしあたり計画、予定はない」が80.3％と最も高く、次い

で「リフォームを行う」が10.2％となっている。 

「さしあたり計画、予定はない」を除く年代別でみると、40歳代以上では「リフォームを行う」が高くなっており、

住宅築年数別でみると、全体的に「家を新築する」、「家を建て替える」よりは、「リフォームを行う」が高くなる傾

向がみられた。 

～住まいの住み替え、建て替えまたはリフォームの意向について ～（問 12～16） 

住宅の住み替え、建て替え、リフォームの計画は「さしあたり計画、予定はない」が約８割となっている

ことから、建て替え又はリフォームを行う意向は、全体的に低い傾向がみられた。 

年代別でみると、「リフォームを行う」は60歳以上で高くなっており、リフォームの内容は、「台所・ト

イレ・浴室・洗面所の改修」が約半数となっている。一方で、「二重サッシ・複層ガラスへの交換（省エネ

化）」が約３割、「壁、屋根などの断熱・結露防止工事（省エネ化）」が約２割となっており、老朽化対策

だけでなく、省エネ関係のリフォームを行う意向も高くなっている。 

リフォームを行うにあたり不安な点は、「資金の確保ができない」が約３割を占め、住み替えやリフォー

ムの実現にあたり困る点は、「預貯金や返済能力の不足、またはその可能性がある」が３割以上となってい

ることから、資金面の問題からリフォームに対して不安を持つ傾向が高くなっている。 
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37.5

45.0

3.4

3.3

3.2

1.7

3.6

0.0

10.0

3.4

6.7

2.4

1.7

1.8

12.5

5.0

0.0

10.0

3.2

6.1

1.8

37.5

10.0

7.0

0.0

3.2

2.6

7.3

0.0

25.0

69.0

60.0

86.3

87.9

85.5

12.5

5.0

17.3

20.0

1.7

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

年代別 （さしあたり計画、予定はないを除く N = 381）

家を新築する 家を購入する 家を建て替える

家を借りる リフォームを行う 家を譲り受ける又は親と同居する

3.1

0.0

3.6

5.3

1.4

6.1

3.1

10.0

22.7

16.7

6.3

0.0

3.6

1.3

4.2

1.5

3.1

0.0

0.0

16.7

12.5

6.7

10.6

3.9

6.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.1

6.7

3.6

2.6

4.2

3.0

3.1

5.0

4.5

16.7

75.0

86.6

75.0

82.9

80.6

87.9

84.4

70.0

59.1

49.9

0.0

0.0

3.6

3.9

2.8

1.5

6.3

15.0

13.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和25年以前

昭和26～35年

昭和36～45年

昭和46～55年

昭和56～平成2年

平成3～11年

平成12～17年

平成18～23年

平成24～30年

平成31年以降

住宅築年数別 （さしあたり計画、予定はないを除く N =369）

家を新築する 家を購入する 家を建て替える

家を借りる リフォームを行う 家を譲り受ける又は親と同居する
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問１３  問１２（ア）で「５．リフォームを行う」に○をされた方にお尋ねします。 

住宅のリフォームはどのようなものを考えていますか。あてはまるものをすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

49.0 

36.8 

35.5 

32.2 

18.1 

18.1 

16.4 

13.5 

11.2 

7.9 

4.6 

3.9 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

台所・トイレ・浴室・洗面所の改修

屋根・外壁などの改修

天井・壁・床などの内装の改修

二重サッシ・複層ガラスへの交換（省エネ化）

壁、屋根などの断熱・結露防止工事（省エネ化）

段差をなくし、手すりの設置などを行う

（バリアフリー化）

壁・柱・基礎などの補強（耐震化）

冷暖房・給湯・電気設備の改善

増築、間取りの変更

収納の改善、増加

太陽光利用の発電器機の設置

その他

無回答

問13 住宅のリフォームではどのようなことを考えているか(複数に〇） (N = 304)

リフォームの内容は、「台所・トイレ・浴室・洗面所の改修」が 49.0％と最も高く、次いで、「屋根・外壁などの改

修」が 36.8％、「二重サッシ・複層ガラスへの交換（省エネ化）」が 32.2％となっている。 
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問１４ リフォームを行うにあたり、不安に思う点は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。

リフォームを行うことを想定して、全ての方がお答えください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 住み替えやリフォームの実現にあたり、お困りの点は何ですか。あてはまるものをすべてに○をつけ

てください。住み替えやリフォームを行うことを想定して、全ての方がお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リフォームを行うにあたり不安な点は、「資金の確保ができない」が 31.6％と最も高く、次いで「工事費の目安

がわからない」が 30.0％、「アフターサービス、保証が心配」が 16.3％となっている。 

住み替えやリフォームの実現にあたり、お困りの点は、「預貯金や返済能力の不足、またはその可能性があ

る」が 36.1％と最も高く、次いで、「信頼できる施工業者、仲介・販売業者などの情報が得にくい」が 18.1％、「気

軽に相談できる専門家の情報が得にくい」が 15.7％となっている。 

31.6 

30.0 

24.5 

16.3 

10.2 

2.3 

40.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

資金の確保ができない

工事費の目安がわからない

信頼できる業者がよくわからない

アフターサービス、保証が心配

リフォームに関する情報が少ない

その他

無回答

問14 リフォームを行うにあたり、不安に思う点について(複数に〇） (N = 2,989)

36.1 

18.1 

15.7 

8.8 

7.8 

7.6 

7.4 

7.3 

5.0 

4.8 

1.1 

38.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

預貯金や返済能力の不足、またはその可能性がある

信頼できる施工業者、仲介・販売業者などの情報が得にくい

気軽に相談できる専門家の情報が得にくい

資金融資が受けられない、融資の額が少ない

特に問題はない

現在の住宅・宅地の売却がうまくいかない（持家の方）

住み替えの場合、元の住宅をどうすれば良いか分からない

住宅の性能などの情報が得にくい

予算の範囲で気に入った住宅がない（改修方法がない）

物件の周辺環境などの情報が得にくい

その他

無回答

Ⅲ：問15 住み替えやリフォームにあたり、困る点について(複数に〇） (N = 2,989)
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問１６ 住み替え又はリフォームにあたり、現時点で借入を含め、いくらぐらいまで資金として準備することが

できるとお考えですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.6 

3.2 

7.2 

2.8 

0.3 

0.6 

0.9 

44.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0円または考えていない

～100万円

～500万円

～1000万円

～1500万円

～2500万円

～3000万円以上

無回答

問16 住み替え又はリフォームにあたり、いくらぐらいまで資金として準備することができるか（N = 2,989）

住み替えやリフォームの準備可能な資金は、「０円または考えていない」が 40.6％と最も高く、次いで、「～500 万

円」が 7.2％、「～100 万円」が 3.2％となっている。 


